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Ⅰ．資質基準システム（QSS）運用マニュアル 

 

 「1995 年改正の船員の訓練及び資格証明並びに当直の基準に関する国際条約：STCW 条

約」は，船員の教育訓練機関や資格証明業務等を行う行政機関等に対し，資質基準制度

（Quality Standard System; QSS）に基づいた業務の実施を要求している。この要求に基

づき，日本を始めとする条約締約国は５年を超えない一定期間毎に資質基準制度に対する

第三者による外部監査を受け，その外部監査の評価の結果を IMO に提出することを義務付

けている。海事科学研究科は，ISO9001（Quality Management System）を取得した実績に

基づき，教育現場の実態に即した資質基準システム運用マニュアルを策定し，船員訓練や

資格証明行為の適格性の確保に貢献する。平成 16 年９月 30 日に制定し，版を重ねて運用

してきた QSS 運用マニュアルを平成 26 年３月６日に全面改訂し，新訂第一版として運用を

開始した。全面改訂の趣旨は，大学教育管理システムに包含される QSS の位置付けの明確

化と STCW 及び ISO9001 の思想準拠の明確化である。 

 平成 26 年５月９日には，国土交通省による QSS に関する外部監査として，一般財団法人

日本海事協会（ClassNK）認証サービス事業部審査委員による監査を受審した。審査結果と

して不適合事項２件（４箇所）及び推奨される是正処置４件の指摘を受け，QSS 運用マニュ

アル新訂第一版について，手順等の明確化を図る改訂作業に取り組み，平成 26 年７月２日

に新訂第２版として制定した。ClassNK には改訂過程を報告し，折り返し，改訂結果を自ら

確認・記録することとして，ClassNK 監査チームリーダーから「是正処置の有効性の確認及

び監査の終結」の通知を平成 26 年６月４日に受領した。 

 以下に，神戸大学海事科学部 資質基準システム運用マニュアル（新訂第２版）を示す。 
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Ⅱ．練習船深江丸教育関係共同利用拠点化 

 

 第２期中期計画「７．施設・設備・環境分野」には，平成 25 年度重点事項として，「練

習船深江丸の代船設計，共同利用増加，学内管理制度の検討など，拠点化申請のための準

備を行う。」と明記している。その目標に向かって，平成 25 年度実績としては， 

・平成 25 年 12 月に練習船深江丸教育関係共同利用準備委員会を開催し，深江丸の教育関

係共同利用について検討を行った。 

・平成 26 年５月の練習船教育関係共同利用拠点化申請のために，11 大学より参加申請を取

り付け，運航予定表を作成した。また，学内関係規則等の新設，改正に向けて一定の目途

が立った。 

と報告した。平成 25 年 10 月より附属練習船深江丸教育関係共同利用拠点の申請に向けて

の活動を開始し，平成 25 年度末には平成 26 年度の申請に向けての申請書案がほぼ出来上

がった。今後は申請に向けての事前相談を経て，平成 26 年６月に申請書を提出した。 

 その審査の結果，平成 26 年７月 31 日には，文部科学大臣から，附属練習船深江丸が教

育関係共同利用拠点の認定を受けた。認定拠点名は「グローバル海上輸送に関わる海事技

術・海洋環境とヒューマンファクタの教育のための共同利用拠点」である。認定について

の通知書（写）を次頁に示す。 

 これを受けて，平成 26 年９月 20 日には，神戸大学本部で開催されている学長定例記者

会見（第９回）において，同時に認定を受けた学内の他の教育関係共同利用拠点２施設と

ともに，マスコミ各社に対して周知広報を行った。その際の資料を次々頁以降に示す。 

 また，平成 26 年４月より本格的に開始した附属練習船深江丸における教育関係共同利用

は，認定に伴い，より充実を図るべく努力を継続している。 
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 平成 26 年度の利用実績の一覧を次表に示す。 

 利用の大学等は 17 の大学等の学部・研究科等にのぼり，航海日数は 22 日，利用日数は

25 日であった。なお，１航海において複数の大学等により利用した場合も含まれており，

機関別ののべでは航海日数 25 日，利用日数は 29 日となる。利用者数は航海ののべで 461

人・日であった。 

受入教員 期間 機関・学部・学科等 科目名 担当者
航海
日数

利用
日数

航海
日数

（機関別）

利用
日数

（機関別）

教
職
員

学
生

利
用
者
計

航海のべ
（人日）

利用人数
（人日）

渕 H26.4.12～13
川崎医療福祉大学
医療技術学研究科
感覚矯正学専攻

視覚臨床生理学演習 河本 健一郎　准教授 2 2 2 2 1 1 2 4 4

村井 H26.5.8
兵庫県立大学
大学院工学研究科
電気系工学専攻

電気系工学特別実験DI 小橋 昌司　准教授 1 1 1 1 2 9 11 11 11

渕

大阪大学
人間科学部・
人間科学研究科
安全行動学研究分野

人間行動学実験実習Ⅱ 臼井 伸之介　教授 1 1 1 1 4 10 14 14 14

渕
大阪国際大学
人間科学部
人間健康科学科

セミナーⅢ 山口 直範　准教授 1 1 1 7 8 8 8

渕 H26.6.30～7.1
中京大学
心理学部
応用心理学分野

応用心理学実習 向井　希宏　教授 2 3 2 3 4 39 43 86 129

船舶性能設計（4年前期） 長谷川 和彦 教授

構造設計特論(4年前期) 藤久保 昌彦 教授

村井 H26.8.5 京都工芸繊維大学 先端ファイブロ科学セミナーⅠ 桑原 教彰　准教授 1 1 1 1 1 22 23 23 23

渕 H26.8.21～22
帝塚山大学大学院
心理科学研究科
心理科学専攻

心理科学基礎論Ⅱ 水野 邦夫　教授 2 3 2 3 4 18 22 44 66

林祐司
甲南大学
フロンティアサイエンス学部
生命化学科

科学と産業政策 木下 朋和 課長 2 2 2 2 5 24 29 58 58

林美鶴
神戸学院大学
人文学部
人文学科

人間環境実習Ⅳ
人間環境演習Ⅲ

鹿島 基彦　准教授 2 2 1 4 5 10 10

岡村 H26.9.22
神戸大学
内海域環境教育研究センター

臨海実習 兵頭　政幸　教授 1 1 1 1 3 3 6 6 6

林祐司 H26.10.30～31
和歌山大学
システム工学研究科
精密物質学科

ナノサイエンス特論Ⅰ 伊東 千尋　教授 2 4 2 4 2 15 17 34 68

渕 H26.11.10
神戸女学院大学
人間科学部
心理・行動学科

演習ⅡB 木村　昌紀　講師 1 1 1 1 1 16 17 17 17

渕 H26.11.17
神戸女学院大学
人間科学部
心理・行動学科

演習ⅠB 矢野 円郁  准教授 1 1 1 1 2 18 20 20 20

藤本 H26.11.20
関西大学
商学部及び大学院商学研究科
商学科及び商学専攻

卒業研究及び博士前期課程M
国際交通論研究2

髙橋　望　教授 1 1 1 1 1 14 15 15 15

藤本 H26.12.1
関西大学
政策創造学部

専門演習 羽原　敬二　教授 1 1 1 1 1 10 11 11 11

三輪 H26.12.4～5
大阪府立大学
工学域機械系学類
海洋システム工学課程

船舶工学特殊講義(後期) 桃木　勉　助教 2 2 2 2 2 32 34 68 68

若林 H27.3.9 明石工業高等専門学校 専攻科特別講義 神田　佳一　教授　 1 1 1 1 1 7 8 8 8

22 26 25 29 38 271 309 461 560

24 24 24

H26.9.18 ～19

1 1 1 1 2 22

平成２６年度　練習船深江丸　教育関係共同利用実績　一覧

H26.5.16

若林 H26.7.14
大阪大学工学部
地球総合工学科
船舶海洋工学部門

 

 

 毎回の共同利用においては，下船前又は，下船後にその大学等に依頼してアンケートを

実施している。最初の数回は，記述式のみであったが，途中から次頁に示すとおり評点を

付ける形のアンケート用紙を用い，利用学生全員に記載してもらった。また，引率教職員

には，利用終了後数日の間に教員用の様式で記入してもらいメールにて送付を求めている。 
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 実施したアンケートの集計結果を次に示す。 

 附属練習船深江丸は練習船のため，学生居住区画や衛生設備などの環境は，一般のフェ

リーなどの旅客船に比べ良くないのは否めず，もっと厳しい評価を予想していたが，それ

ほど問題ととらえていない結果が出ている。その他，成果や全体評価として，十分な評価

を得ているととらえている。 

 

 

 

 次に，ある大学により利用時に実施したアンケートの記述欄から問題点を抽出した結果

を示す。 

 

学生のアンケートから抽出した問題点・改善提案の意見 

 

シャワーとトイレのカーテンが薄く機能していない １０人 

女子シャワー室の換気が悪い・換気扇等 が必要   ８人 

女子トイレの数が少ない              ７人 

階段が急                     ７人 

居室の暗さが問題（壁紙・照明等の工夫が必要）   ４人 

ボンクのホコリが多い               ２人 

放送の声が聞こえづらい              ２人 

トイレのスイッチがわかりづらい          １人 

学生ホールのテーブルのビニルが破れていた     １人 
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船内に段差や出っ張りが多い            １人 

上側ボンクは使いづらい              １人 

学生ホールが揺れる                １人 

朝起きる時間が早い                １人 

演習の間の休憩時間が長い             １人 

説明が見えない・聞こえない            １人 

 

衛生設備を時間帯で女子・男子を分けるのは良い   ２人 

トイレにウォシュレットがついているのが良い    １人 

 

 これらの意見を基に，可能な点については対応を取っており，今後の利用における利便

性等を図る努力も継続している。 

 

 教育関係共同利用拠点の認定期間は平成 30 年度（平成 31 年３月 31 日）までであり，そ

の後も継続で認定されるよう，実績をあげるべく平成 27 年度以降も利用の促進，船内での

プログラムの充実を図ることとしている。 

 


